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2022年度事業
イベント 開催日 会 場

WRO Japan 2022 ROBO SPORTS

西日本大会：
7月17、18日（日月）

東日本大会：
7月23、24日（土日）

西日本大会：
東大阪商工会議所

東日本大会：HANEDA 
INNOVATION CITY

WRO Japan 2022 FUTURE ENGINEERS 8月21日（日） 追手門学院大手前中・高等
学校

WRO 2022 Japan 決勝大会 in 浜松 8月 28日（日） 浜松アリーナ

WRO Japan 2022 チーム強化合宿 10月８～10日
（土～月）

浜松アリーナ
（研修棟）

WRO 2022 INTERNATIONAL FINAL 11月17～19日
（木～土） ドイツ・ドルトムント

第15回ロボットを活用したプログラミング教育
シンポジウム 12月11日（日） オンライン開催

プログラミング授業＠狛江市立第三小学校
特別支援学級

5月～2023年3月にかけ
て月1回、計 10回

狛江市立狛江第三小学校
あおば学級

28
44
48
53
58
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協 賛
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総務省、文部科学省、経済産業省、独立行政法人情報処理推進機構、独立行政法人国立高等専門学校機構、国立
研究開発法人科学技術振興機構、公益社団法人日本ユネスコ協会連盟、 公益社団法人全国工業高等学校長協会、
公益社団法人全国高等学校文化連盟、公益財団法人日本科学技術振興財団、 公益財団法人産業教育振興中央会、
一般社団法人電気学会、一般社団法人情報処理学会、 一般社団法人日本ロボット学会、 日本産業技術教育学会、
一般社団法人日本機械学会、一般社団法人日本ロボット工業会、NPO法人組込みソフトウェア管理者・技術者育成研
究会、埼玉大学

特別協賛

後 援

撮影協力特別協力

*ゴールドスポンサー

*シルバースポンサー

*ブロンズスポンサー

*グリーンスポンサー

*パールスポンサー

助 成
一般社団法人 東京倶楽部



①WRO 2022 Japan 決勝大会 in 浜松
ROBO MISSION  FUTURE INNOVATORS
2022年 8月28日（日）於：浜松アリーナ（静岡県浜松市）

主 催：第19回 WRO Japan 決勝大会 in 浜松 実行委員会/NPO法人WRO Japan

共 催：浜松市/国立大学法人 静岡大学
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競技会開催報告書
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第19回WRO Japan 決勝大会 in 浜松 実行委員会 （敬称略）

スポンサー一覧（ナショナル・エデュケーショナル・ローカルスポンサー）



◎ ROBO MISSION
競技内容 ： WRO 2022国際大会ルールに基づき、ミッションをクリアする

ロボットによる競技
参加チーム：全国37地区予選会から選抜されたチーム
競技テーマ : エレメンタリー The Garden Robot

ジュニア The Rescure Robot
シニア The Care Robot

◎ FUTURE INNOVATORS
競技内容：WRO 国際大会テーマ（2022年は MY ROBOT MY FRIEND) に則した、

ロボットを使ったソリューションを企画・開発・プレゼンする競技
競技方法：課題解決提案レポートと課題解決プレゼンテーション動画提出による事前審査と、

大会当日のプレゼンテーション

◎ ROBO SPORTS
競技内容：ロボットコンテストでは定番的な対戦競技
競技方法：1チーム2体のロボットで競技

◎ FUTURE ENGINEERS 
競技内容：AIを活用したロボットによる自動運転にチャレンジする競技
競技方法：4輪の自動走行車で、カメラでフィールド上のオブジェクトを識別しながらすべてのセクションを正しく

通過し走行する

5

大会競技概要 （競技内容については大会パンフレット P9～10をご覧ください）

https://wroj-hamamatsu.jp/news/20220822_01/file/wro_pamphlet.pdf
よりダウンロード可

https://wroj-hamamatsu.jp/news/20220822_01/file/wro_pamphlet.pdf
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ROBO MISSION 各地区公認予選会（7～8月全国各地にて開催、一部オンライン開催）

エレメンタリ ジュニア シニア エレメンタリ ジュニア シニア

1 WRO Japan 2022 札幌予選会 ○ ○ ○

2 WRO Japan 2022 秋田県中央地区予選会 ○ ○ ○

3 WRO Japan 2022 秋田県大会予選会 ○ ○ ○ ○ ○

4 WRO Japan 2022 宮城地区予選会 ○ ○

5 WRO Japan2022 宮城地区予選会（高校生部門） ○

6 WRO Japan 2022 山形地区予選会 ○ ○ ○ ○

7 WRO Japan 群馬地区予選大会 ○ ○ ○ ○

8 WRO Japan 北関東 2022予選会 ○ ○

9 WRO Japan 2022 栃木大会 ○ ○

10 WRO Japan 2022 千葉地区予選会 ○

11 WRO Japan 2022 東京小中予選会 ○ ○ ○ ○

12 WRO Japan 2022 東京高校生予選会 ○ ○

13
電子ロボと遊ぶアイデアコンテスト（WRO Japan
2022 厚木地区公認予選会）

○

14 WRO Japan 2022 新潟地区予選会 ○ ○ ○ ○ ○

15 WRO Japan 2022 長野地区予選会 ○ ○ ○ ○

16 WRO Japan 2022 富山県予選会 ○ ○ ○

17 WRO Japan 2022 石川地区予選 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 WRO Japan 2022 福井地区予選会 ○ ○

19 WRO Japan 2022 岐阜予選 ○ ○

20 WRO Japan 2022沼津地区予選会 ○ ○

21 WRO Japan2022浜松予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 【新規】WRO Japan 2022静岡県裾野地区公認予選会 ○ ○ ○ ○

23
中部大学学長杯争奪ＬＥＧＯロボットコンテスト202２
（WRO Japan 2022 東海地区予選会）

○

24 WRO 愛知地区予選会 ○ ○ ○ ○

25 WRO2022 京都公認予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 WRO Japan 2022 大阪中央公認予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 WRO Japan 2022 大阪北公認予選会 ○ ○ ○ ○

28 WRO Japan 2022 奈良予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 WRO Japan 2022 和歌山地区予選会 ○ ○ ○ ○

30 WRO Japan 2022兵庫地区予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 WRO Japan 2022 中国地区予選会 ○ ○ ○ ○

32 WRO Japan in EHIME 中四国高校予選会 ○

33
ロボットプログラミング体験会 2022 in 鳥取（WRO
Japan 2022 鳥取予選会）

○ ○ ○ ○

34 WRO Japan 2022 福岡予選会 ○ ○

35 WRO Japan 2022 熊本予選 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 WRO Japan 2022 南九州予選会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 【新規】WRO Japan 2022沖縄地区予選会 ○ ○ ○ ○ ○

ミドル競技
公認予選会名

エキスパート競技
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国内参加チーム数

◎ ROBO MISSION 1463 チーム

◎ FUTURE INNOVATORS 85 チーム(入門者競技を含む)

うち 決勝大会参加 9 チーム
◎ ROBO SPORTS (東・西日本大会) 35 チーム ※予選なし

◎ FUTURE INOVATORS 5チーム ※予選なし

全国から 1588 チームが参加

予餞会参加チーム数 1463
内訳 エレメンタリ 655

ジュニア 417
シニア 391

エキスパート ミドル
決勝大会参加チーム数 76 64
内訳 エレメンタリ 24 26

ジュニア 22 21
シニア 30 17

WRO 2022 Japan決勝大会 in 浜松 の様子
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WRO 2022 Japan決勝大会 in 浜松 の様子



WRO 2022 Japan決勝大会 in 浜松 入賞チーム

9

エレメンタリー部門
順位 ゼッケン チーム名 学校名 地区

優　勝 117 青チョコ柴 つくば市立みどりの学園義務教育学校　足立区立綾瀬小学校 東京小中

準優勝 103 YU-MA 沖縄アミークスインターナショナル小学校 沖縄

3 126 TK1235 祇園小学校 栃木

4 124 RR★DC 茅野市立北山小学校　諏訪市立上諏訪小学校 長野

5 106 SNEST_SY 新発田市立東豊小学校　新発田市立御免町小学校 新潟

6 105 ドブロヴニク旧市街 太田市立城東中学校　太田市立宝泉東小学校 群馬

7 113 夕空 原村立原小学校　茅野市立玉川小学校 長野

8 120 うなぎRO 西宮市立高木小学校　西宮市立夙川小学校　芦屋市立精道小学校 兵庫

ジュニア部門
順位 ゼッケン チーム名 学校名 地区

優　勝 214 TNT 沖縄アミークスインターナショナル小学校 沖縄

準優勝 213 カフェラテ 雲雀丘学園中学校 兵庫

3 210 teamK&R 前橋市立富士見中学校　前橋市立第五中学校 群馬

4 208  帝塚山ハリネズミ 帝塚山中学校高等学校 奈良

5 203 HO 札幌市立西陵中学校　札幌市立白石中学校 札幌

6 221 中田きんに君 私立東大寺学園中学校　大阪市立東中学校 大阪中央

7 217 CLAICHI 名古屋市立植田中学校 愛知

8 211 AYS－ＭＩＺＩＮＫＯ秋田県立横手清陵学院中学校 秋田

シニア部門
順位 ゼッケン チーム名 学校名 地区

優　勝 311 やってみせた人達 東京都市大学付属高等学校　東京都市大学付属中学校 東京高校生

準優勝 313 優勝します 福岡県立苅田工業高等学校 福岡

3 315 課研J 福岡県立苅田工業高等学校 熊本

4 306 ＩＲＦ2課 屋久島おおぞら高等学校　焼津市立東益津中学校 　私立藤枝明誠中学校 浜松

5 317 明太グミ餃子 金沢泉丘高等学校 石川

6 308 bravo 沖縄県立美来工科高等学校 沖縄

7 312 てふてふ 磐田東高等学校 沼津

8 304 TOGAKUメカトロUnite 東海学園高等学校 浜松

ROBO MISSION　ミドル競技

次頁に続く



WRO 2022 Japan決勝大会 in 浜松 入賞チーム
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エレメンタリー部門
順位 ゼッケン チーム名 学校名 地区

優　勝 411 マイナム　★ 堺市立三国丘小学校　大阪市立開平小学校 大阪中央

準優勝 407 team HMK new3　★ 川崎市立はるひ野小学校 東京小中

3 402 フクタカ　★ 福岡県久留米市立日吉小学校 福岡県福岡市立香椎小学校 熊本

4 410 ＭＭＪ福岡 高岡市立福岡小学校 富山

5 406 AMICUS GIRLs 沖縄アミークスインターナショナル小学校 沖縄

6 412 魁 八代市立宮地小学校　八代市立太田郷小学校 南九州

7 417 サンダーバード456号 富山市立鵜坂小学校 富山

8 415 SNK 南小泉小学校　聖ドミニコ学院小学校　仙台市立寺岡小学校 宮城

ジュニア部門
順位 ゼッケン チーム名 学校名 地区

優　勝 514 舞桜　★ 愛知工業大学名電中学校　名古屋市立猪高中学校　名古屋市立香流中学校 愛知

準優勝 516 Natural Killer　★ 浜松市立開成中学校 浜松

3 503 Au　★ 同志社中学校   清風南海学園中学校   堺市立中百舌鳥中学校 大阪中央

4 517 sky-i 小林聖心女子学院中学校　奈良市立平城中学校　木津川市立木津第二中学校 奈良

5 505 AMICUS NKR 沖縄アミークスインターナショナル中学校 沖縄

6 519 ダブル炙りカルビがぶり 高崎市立高松中学校　高崎市立長野郷中学校 群馬

7 515 # KAT 金沢市立長田中学校　星稜中学校 石川

8 512 サンシャイン製作所 東山中学校 京都

シニア部門
順位 ゼッケン チーム名 学校名 地区

優　勝 627 今、鎌倉。　★ 栄光学園 厚木

準優勝 616 MRC;　★ 熊本県立清流高等学校　熊本県立八代高等学校　宮崎県立宮崎南高等学校 南九州

3 615 アルゴノーツ　★ 福岡県立苅田工業高等学校 福岡

4 620  TezukayamaNwU 帝塚山中学校高等学校 奈良

5 602 グラブ・ジャムン 山梨県立甲府工業高等学校 厚木

6 628 YTHS EV2 愛媛県立八幡浜工業高等学校 中四国

7 625 麓.py 静岡県立沼津工業高等学校 沼津

8 624 フルパワー 長野県飯田OIDE長姫高等学校　飯田市立鼎中学校 長野

シニア部門プレゼン賞

ゼッケン 学校名 地区

627 栄光学園 厚木

チーム名
今、鎌倉。

★はWRO 2022 ドイツ国際大会出場

ROBO MISSION　エキスパート競技

次頁に続く



WRO 2022 Japan決勝大会 in 浜松 入賞チーム

11

学校名 地区

西宮市立上甲子園中学校　兵庫県立西宮北高等学校 西日本

ゼッケン チーム名 学校名

最優秀賞 704 Otemon Quest　★ 追手門学院大手前中学校

優秀賞 701 YT LAB.　★ 札幌市立大谷地東小学校　札幌市立円山小学校

優秀賞 707 ウルトラS 静岡県立浜松北高等学校　静岡大学附属浜松中学校

ゼッケン 学校名

708 宇都宮文星女子高等学校

FUTURE INNOVATORS

チーム名

ちゃんぽん　★

ROBO SPORTS

文女ベリー

チーム名

神奈川工科大学賞

★はWRO 2022 ドイツ国際大会出場



B2版ポスター
配布先
・スポンサー ・予選大会主催団体

ロゴ掲載 パールスポンサー以上

12

2022作成物

参加者ゼッケン
ロゴ掲載
ナショナルシルバースポンサー以上

A4パンフレット (34ページ)
配布先
・スポンサー
・後援団体
・関係団体
・参加者

ロゴ掲載
パールスポンサー以上

広告掲載
ブロンズスポンサー以上

国際大会参加者ユニフォーム
ロゴ掲載
ナショナルシルバースポンサー以上

バックパネル、車検台まわり
ロゴ掲載 シルバースポンサー以上



② WRO Japan 
2022 FUTURE ENGINEERS

報告書
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競技会開催報告書
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１．開催概要

主催 ：NPO法人 WRO Japan

運営 ：WRO Japan Future Engineers 競技実行委員会

スポンサー ：ダイハツ工業株式会社

運営協力 ：ダイハツ工業株式会社/株式会社アフレル

大会名 WRO Japan 2022 Future Engnieers

日程 2022/8/21（日）

会場
追手門学院大手前中学校・高等学校
大手前ホール

参加対象 2022年に14歳から19歳となる教育機関の生徒、学生

チーム編成 2～3名＋コーチ（20歳以上の大人1名）

競技内容

4輪の自動走行車でフィールド上を自立走行し、
フィールド上の赤と緑のオブジェクトを識別しながら、

すべてのセクションを正しく通過し、フィールドを何周も走行する
必要があります

競技ルール

[ロボット]
最大サイズ：300mm×200mm、高さ300mm
最大重量：1.5kg
ロボットは、任意のタイプの駆動用モーター1つと操舵用アクチュエーター
1つを備えた四輪車であること
車両は、大会までに事前に組みたてておく必要があります
[ハードウェア]
ロボット/コントローラー/材料は、
ルール規定に沿っていれば指定はありません
[ソフトウェア]
お使いのハードウェアで動作するソフトウェアとファームウェアであれば
使用することができます
[ドキュメント]
チームは、車両の設計やプログラムについて示すドキュメントやGitHubリ
ポジトリを公開する必要があります
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２．参加チーム

3．大会スケジュール

ゼッケン チーム名 団体名

１ 石川高専A 石川工業高等専門学校

２ 石川高専B 石川工業高等専門学校

３ Otemon Curiosity 追手門学院大手前高校

４ 帝京メカクリエイターズ 帝京大学

５ Deep Engine 早稲田実業高等学校

11:45 開場・参加チーム受付

12:00 開会式・競技ルール説明

12:15 試走

14:00 競技１回目

14:30 ロボット調整

15:10 競技２回目

16:00 表彰式・閉会式
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4．競技結果

WRO Japan Future Engineers 2022 競技結果

順位 チーム名 所属名

優勝 石川高専B 石川工業高等専門学校

２位 石川高専A 石川工業高等専門学校

３位 Deep Engine 早稲田実業高校

国際大会選抜
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５．大会の様子

【競技会場】 【競技ルール説明】

【試走】 【車検】

【競技風景】 【表彰式】



③ WRO Japan 2022
ROBO SPORTS 報告書

WRO Japan RoboSports実行委員会
文責：八尋 博士紹介動画（西日本大会編集）

競技会開催報告書

18

https://www.youtube.com/watch?v=aAiqx8uHSTk&t


大会について

【WRO Japan 活動方針】

ものづくり日本を支える未来の科学者、技術者を育成する。ロボッ
ト、ソフトウェアをつくり、競技する事を通じて、学生の科学技術
、ものづくりへの関心、意欲を高める

【開催概要】

【WRO RoboSports 開催目的】

リアルタイムに変化する状況でも対応できるロボットを作ることで
、創造性と課題解決力の育成を目指す。

主催 ＮＰＯ法人WRO Japan

後援
総務省, 文部科学省, 経済産業省, (独)情報処理推進機構, (独)国立高等専門学校機構, 国立研究開発法人科学技術振興機構, 公益社団法人
日本ユネスコ協会連盟, 公益社団法人全国工業高等学校長協会, 公益社団法人全国高等学校文化連盟, 公益財団法人産業教育振興中央会, 
一般社団法人電気学会, 一般社団法人情報処理学会, 一般社団法人日本ロボット学会, 一般社団法人日本産業技術教育学会, 一般社団法人日
本機械学会, 一般社団法人日本ロボット工業会, NPO法人組込みソフトウエア管理者・技術者育成研究会（SESSAME）, 国立大学法人埼玉大学, 公
益財団法人日本科学技術振興財団,

スポンサー ゴールド：因幡電機産業 BM Comp ダイダン 大阪バス
シルバー：柊ソフト開発 COMAS DMG森精機
ブロンズ：太陽機械商事西日本電気保安事務所 あかしや 本家菊屋

開催協力 東大阪市商工会議所 HANEDA×PiO（大田区産業振興協会）

特別協力 プログラボ 大阪工業大学 帝塚山中学校・高等学校

開催概要 名 称：WRO Japan2022 西日本大会
運 営：WRO Japan RoboSports競技実行委員会
主 催：NPO法人 WRO Japan
日 時：令和4年7月17日(日)～18日（月）9時〜17時
会 場：東大阪市商工会議所（大阪府東大阪市永和2丁目1-1）

名 称：WRO Japan2022 東日本大会
運 営：WRO Japan RoboSports競技実行委員会
主 催：NPO法人 WRO Japan
日 時：令和4年7月23日(土)～7月24日（日）9時〜17時
会 場：HANEDA INNOVATION CITY（東京都大田区羽田空港１丁目１−４）

時程 1日目 2日目

午前 JITBOX(コート)搬入
13:00 コート会場搬入
13:30 スタッフ集合
14:00 会場設営
15:00 受付＆練習
17:00 練習終了
17:30 スタッフ解散

8:30 スタッフ集合
9:00 開場＆車検開始
9:30 開会式

10:30 予選リーグ
(1試合15分)

13:00 （西日本+30分） 決勝トーナメント
14:45 試合終了
15:15 閉会式
16:30 スタッフ解散
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参加者

【参加チーム】

【RoboSports入門講習会※別ページ参照】

17人中15人が東日本大会に出場

背景 優勝チーム

西日本

1 HGPY
2 アールエー

3 untitled
4 AKY65
5 STS
6 Mt
7 カオスゲート

8 近大豊岡tennis
9

漆黒の堕天使シュクガワ

10 夙川第３世代

11 zero
12 ちゃんぽん

13 帝塚山ライナー

14 tezukayamaNKθ
15 TezukayamaKKN
16 Tezukayama momo
17 庭球の仙人掌

18 桐蔭みかん2nd
19 ドナルド・チキンズ

20 飛龍

21 ぶピーチ

22 Fly Sardine
23 マスターグリーン五右衛門？

24 リセット

25 レノア

東日本

1
隼鷹

2
浅堅

3
早稲田129

4
チョコハンバーグ

5
BIG IDEA

6
日駒α

7
日駒β

8
入一&開桜ブラザーズ！

9
日駒θ

10
日駒Ｉ＆Ｉ

西日本：25チーム 60選手 12団
体
東日本：10チーム 23選手 4団体

参照：WRO Japan 2021
西日本：14チーム 35選手 11団体
東日本：14チーム 34選手 10団体

背景 選抜大会チーム

※国際大会へは、浜松で行われた
決戦大会で「ちゃんぽん」が選出
されました
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RoboSports競技概要

【実施内容】

• 2台対2台のロボットで試合

• 自立型ロボット

• １試合３マッチ制

• １マッチ２分

• 相手コートにボールを送り出す

• 予選リーグ（午前）

• 決勝トーナメント（午後）
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大会概要

【大会概要】

・RoboSportsとして新しいルール（カメラセンサーの解禁）

・東西モノつくりの場所にて開催（大阪府東大阪市、東京都大田区）

・35チーム 83選手の参加

（2021：28チーム69選手 2019：34チーム83選手 2018：23チーム57選手）

・大会関係131名＋見学者80名程度

・コロナ感染症対策の実施（手指消毒/マスク/声量/黙食）

・国際大会選抜のためWRO決勝大会（8月28日）で選抜

上：西日本 下：東日本
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大会写真

【大会様子（西日本）】
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大会写真

【大会様子（東日本）】
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スポンサー

• 公式HPにロゴ＆リンク • パンフレットロゴ&広告

• バックボード• コート周り

• ゼッケン • 会社紹介（動画）

• 特別賞（来賓社による授与 来賓席）
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協力一覧

【スポンサー】

ゴールド：因幡電機産業 BM Comp ダイダン 大阪バス

シルバー：柊ソフト開発 COMAS DMG森精機

ブロンズ：太陽機械商事西日本電気保安事務所

あかしや 本家菊屋

【開催協力】

東大阪市商工会議所

HANEDA×PiO（大田区産業振興協会）
※日本の東西モノづくり中心地で開催にあたり、ご協力頂きました

【来賓】

西日本：

清水康弘様（参議院議員松川るい様秘書）

樽本丞史様（東大阪市議会議員）

河村孝久様（因幡電機産業株式会社）

高比良満様（ダイダン株式会社）

野中康之様（大阪バス株式会社）

杉本博貴様（柊ソフト開発）

東日本：

石田昌宏様（参議院議員）

伊藤和弘様（前大田区議会議員）

松田潤一様（株式会社BM Comp）
伊藤修一様 (ダイダン株式会社)
叶内禎宏様（株式会社コマス）

輿石達様 (柊ソフト開発)
馬場省吾様 (柊ソフト開発)

【スタッフ】
上田悦子 北野順一 八尋博士 仲島浩紀 大江宏明 山中碧 妹尾梨紗子
和田夏奈子 藤内達也 猿渡亮佑 河原田歩夢 青木耀聖 河井直人
細川俊吾 田辺修都 法月敦樹 石橋亨祐 赤川憲司 櫻井隆 山岡浩美
櫻澤由里子 若田智之 武井一星 山崎奈央子
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RoboSports入門講習会

【開催概要】

日時：6月19日（日）10時~16時
場所：Luz大森 4F 会議室

講師：若田氏（プログラボ講師）

参加者：17名（小学生・中学生）

内容：RoboSportsl競技の入門講座

募集：チラシによる募集（教育委員会協力）

参加費：3000円
特典：大会までのロボット一式貸し出し
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WRO Japan 2022
チーム強化合宿 開催報告書

開催日：2022年10月8日（土）～10日（月・祝）
会場：浜松アリーナ研修棟（静岡県浜松市）

NPO法人WRO Japan

一般社団法人東京俱楽部助成事業
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強化合宿の開催について

今回の強化合宿には、国際大会の4つのカテゴリーのうち、「ROBO MISSION」 と
「FUTER INNOVATORS」から11チームが参加しました。

強化合宿の目的は、Japan決勝大会と国際大会の中間の時点で、競技力のアップと
国際大会に向けてのモチベーションのアップです。

そのため、日常の練習環境とは異なる場所で、日本代表チームが一堂に会して、お互い
のチームの現状を確認する機会が必要です。

私自身、過去６回の合宿にコーチとして５回参加し、競技力の向上や国際大会への
心構えなどを学ぶ、重要な機会であると考えていましたので、強化合宿が復活できたことは
大きな喜びでした。

今回、コーチの立場から運営する立場になり、一番に考えたことは、WROの活動によって
育んだ若者の力を借りることでした。

2011年から2016年までの強化合宿では、延べ約200名の選手が参加しており、その
多くはすでに社会人や大学生になっています。そのOG・OBの力を小中高校生の選手の皆
さんへの技術指導や国際大会への対応についてのアドバイスをしてもらうということです。

また、運営面でもカテゴリーの枠を超えて相互に見学や意見を出し合う機会を設けること
や、「ROBO MISSION」のチームには、事前にロボットの組立手順書やプログラムの設計
資料を提出してもらうことなどは、OG・OBからの提案を反映したものでした。

参加したチームからは、「選手たちの意識も変わりチームとして良い方向へ変化した」、
「目の色が変わり、より集中して取り組むようになった」などの感想もありました。

11月17日から19日まで開催された国際大会においても、日本チーム同士で応援する
姿がみられたことやコーチ間の情報共有がスムーズに進んだことなど、強化合宿を実施とした
成果があったことが感じられました。

NPO法人WRO Japan
理事・選手強化委員長 島田 敏一



強化合宿をおこなった競技カテゴリ―
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今回の強化合宿では、以下の4種類の競技のうち、
ROBO MISSION と FUTURE INNOVATORS に参加するチームが参加。
次年度以降は、全競技のチームが参加できるようなプログラムを検討していく。

チーム強化合宿の開催目的とその特徴

NPO法人WRO Japanでは、かねてより国際大会に参加するチームの競技力のアップと国
際大会に向けてのモチベーションのアップをはかるためには、、Japan決勝大会と国際大会の中
間の時点で、日常の練習環境とは異なる場所で日本代表チームが一堂に会し、お互いのチ
ームの現状を確認する機会が必要と考えており、このたび、一般社団法人東京倶楽部様にじ
ょせいしていただき、「チーム強化合宿を開催することができた。

今回の特徴として、WROの活動によって育んだ若者たちが運営の中心となったことである。
2011年から2016年までに開催された強化合宿では、延べ約200名の選手が参加して

おり、その多くはすでに社会人や大学生になっている。6年ぶりに復活した今回の強化合宿で
は、そのOG・OBから技術指導や国際大会への対応についてのアドバイスをしてもらったり、OB
・OGからの提案により、カテゴリーの枠を超えて相互に見学や意見を出し合う機会を設けること
や、事前にロボットの組立手順書やプログラムの設計書等の資料を提出してもらうなど、企画
運営においても、重要な役割をになってくれた。

11月17日から19日まで開催された国際大会においても、日本チーム同士で応援する姿
がみられたことやコーチ間の情報共有がスムーズに進んだことなど、強化合宿を実施とした成果
を実感することができた。。



【ワークショップ】
・五十川 芳仁氏

【技術指導】
・藤本 大貴氏（株式会社アフレル）
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講師・指導者

愛知県出身 東京在住
東京理科大学工学部機械工学科卒業
テクニカルライター
イソガワスタジオ株式会社 代表取締役
homepage：http://www.isogawastudio.co.jp/

五十川氏著書（一部）



【WRO国際大会参加経験者（WRO OB・OG）】
・岩田 美灯（慶應義塾大学法学部３年） 2014  ロシア、2015 カタール、2016 インド、

2017  コスタリカ、2018 タイ
・田仲 雄一（京都大学工学研究科修士１年） 2008 横浜、2013 インドネシア
・横畑 大樹（東京大学工学部４年） 2011  アブダビ、2014 ロシア、2016 インド
・塚崎 優生（名古屋工業大学 工学部 ４年） 2012 マレーシア、2013 インドネシア
・天谷 武琉（静岡大学情報学部 ４年） 2012 マレーシア、2013 インドネシア

【ボランティア協力者（スポンサー企業）】
・伴 理沙（日本ナショナルインスツルメンツ㈱）
・壁下 奈多理（日本ナショナルインスツルメンツ㈱）

【ボランティア協力者（WRO Japan予選会主催者）】
・堀内 忍（WRO Japan 浜松予選会）
・林 辰則（WRO Japan岐阜予選会）

【NPO法人WRO Japan】
・理事長 金井 徳兼
・副理事長 小林 靖英
・理事・選手強化委員長 島田 敏一
・理事・競技委員長・国際審判 吉野 和芳
・事務局長 櫻澤 由里子
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参加者（スタッフ）※敬称略

計 14名
総勢 55名
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プログラム
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スナップ

【エレメンタリーチーム】

【シニアチーム】

【ジュニアチーム】

【開会式・参加者自己紹介】
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全体プログラム

【五十川先生によるワークショップ】

【日本チームユニフォーム贈呈式】

【OB・OGによるパネルディスカッション】
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ROBO MISSION  （模擬競技会）

【夜中までサプライズルールを考えるOB】

【チームコーチも審判を体験】
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FUTURE INNOVATORS （模擬発表・相互フィードバック）

【ボランティア協力（審査員・WRO OG（左）、日本NI＜シルバースポンサー＞（右2名）】

【】
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施設



１ 国際審判

 子どもたち同士の交流が良かった気がします。

 日本チームとしての意識が高まった気がします。

 国際大会前にコーチや子どもたちと話ができたのが良かったです。

 パネルディスカッションはもっと時間をとってもいいと思いました（2日目を終えた時点での疑問
点や質問など）。

２ コーチ

 OBOGに技術的な話も多く聞くことができてプログラムの改善につながりました。カテゴリ―に
へだてなく交流があったことは子どもたちに良い経験をさせていただいたと感じております。可能
であれば、OBOGにもっと参加してもらい、1チームにつき1メンターのようにサポート頂ければ
ありがたいです。（FI）

 他のチームの頑張りを肌で感じることで生徒たちも世界への励みになったと思う。（FI）

 大会と試合の注意点を多数いただき、非常に約に立つ情報でした。選手たちの試合に対す
る意識が低かったが、皆さんからの刺激を受け、これからもっと時間を調整して頑張っていくこ
とにします。友達もできて、コミュニケーションの向上につながっています。（RM/E）

 五十川先生のワークショップではチームで一つのクルマを作れず、3人の共有・共同作業の苦
手さが露呈しました。課題が明確になってよかったです。3日間寝不足やハイテンションな状
況を経験し、ドイツでの体調のイメージがもてました。わからないことがその場ですぐに解決で
きるありがたさを痛感しました。（RM/E）

 大勢の騒がしい状況での練習も通常ではできない良い機会でした。英語で練習できたのも
とても良く、これから地元でもやりたいと思います。（RM/J）

 OBOGの皆さんの話、WROの経験談としてもためになったが、若い皆さんが、どのようにして
工学、情報学にふれ、のめり込み、進路を見出しつつあるのか、そのストーリーもとても興味
深かったです。（RM/J）

（次頁へ）
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参加者の感想（抜粋）



 合宿は、JAPANチーム作りと技術の向上の２つの点で素晴らしい効果があったと思います。
WROという組織と大会のことを詳しく知れたのはよかったと感じています。この大会の存在や
参加することの意義を感じることができ、またいい意味のいい加減さ、というか人間らしさの
部分が見えたことで、参加者としてぜひこの大会を盛り立てていきたいと強く感じました。
（RM/S）

１ 日本代表としての心構えについて議論する場があってもよかったのではないでしょうか。
（RM/S）

３ 選手

 この3日間で、ドイツでさらにがんばろうと思いました。他のチームとの交流などでさらに仲間意
識が高くなりました。ドイツでは日本チーム全員で頑張りたいです。（FI/E）

 ロボミッションの皆さんに日本語での発表を見てもらえるとなったときには心臓が飛び出そうだっ
たが、最終日には英語プレゼンを通すことができました！人と話すことが多くなるので、バック
グラウンドが異なる方の意見の受け取り方、伝えるためのポイントを学びました。（FI/J）

 いつもとは違う環境でロボットを動かす練習になったし、合宿でしか聞くことのできないアドバイ
スをたくさん聞くことができてとても勉強になった。英語のプレゼンの仕方、改良したほうがいい
ところを言ってもらったり、発音の録音までしていただいたので、感謝している。スタッフや
OBOGの方々が私たちのために本当にいろいろ尽くして下さったので、それが無駄にならない
ように国際大会まで全力で頑張って練習をします！（FI/J）

 家でしっかりと練習をしようと思いました。3日間で勉強になったし、とても楽しかった。あまりよ
くないことがある時には、その場でその大会のスタッフにちゃんと言う。国際大会がんばります！
（RM/E）

 セカンドデイ・チャレンジがどんなものか知れてよかったと思います。ワークショップもとても楽しか
ったです。フライホイールというものがあるのが知れたし、それを活用して車も作れたからよかっ
たです。（RM/E）

（次頁へ）
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参加者の感想（抜粋）続き



 合宿3日間で、いろいろな人に新しいことを教えてもらえてよかったです。電圧の調べ方など、
今まで知らなかった事などを気軽に教えてくれる環境は本当に楽しかったです。（RM/E）

 FUTURE INNOVATORSの人たちのプレゼンが見れて楽しかった。（RM/J）

 自分たちの技術を見せるのはちょっといやだったけど、得るもののほうが多かったから来てよかっ
たと思う。（RM/J）

 私たちが合宿で感じた、自分達に最も必要なことは、成功していない部分の原因をはっきさ
せる力です。1か月しかありませんが、改めて自分達のできたいないところをはっきりさせたいと
思います。（RM/J）

 「いつもと違う環境」かつ「失敗してもいい」というのはすごく貴重な機会だと思う。何度でも来
たいが今年で引退なので、運営側に回るのが良いかもしれないと考えている。（RM/S）

 FUTURE INNOVATORSという、ROBOMISSIONと別の部門の人と話すことができて、
いい経験になった。（RM/S）

 高校生だけでなく小学生や中学生、FUTURE INNOVATORSの人たちもすごくて感動し
ました。（RM/S）
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参加者の感想（抜粋）続き



WRO 2022
INTERNATIONAL FINAL
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日 程 ：2022年11月17日(木)～19日(土)＠ドイツ・ドルトムント
公式サイト：https://www.wro2022.org/
競技内容 :全競技（ROBO MISSION, ROBO SPORTS, 

FUTURE INOVATORS, FUTURE ENGINEERS）
主 催 ：TECHNIK BEGEISTERT（The National Organizer of WRO in Germany）

参加国 ：日本、ドイツ、台湾、マレーシア、香港、インド、ハンガリー、
スペイン、UAE、インドネシア、フィリピン、南アフリア、デンマーク、
カザフスタン、ウクライナ等、
73の国と地域から365チームが参加

https://www.wro2022.org/
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入賞チーム（8位までの国、チーム名）および日本チームの順位

Elementary (81) Junior (78) Senior (71)

1Chinese Taipei India Thailand

2Hungary Mexico Kazakhstan

3Malaysia Germany Romania

4Korea Japan MA・I・ZA・KU・RA Switzerland

5Hong Kong Italy Greece

6Germany Chinese Taipei Japan Kamakura Now

7Switzerland Japan Au Lebanon

8Korea Bosnia and Herzegovina Switzerland

Elementary (17) Junior (24) Senior (32)

1Saudi Arabia Japan Otemon Quest India

2Malaysia Hong Kong Greece

3Chinese Taipei Philippines Azerbaijan

4USA Malaysia Portugal

5Turkey Romania New Zealand

6South Africa Canada Greece

7UAE India Indonesia

8Panama UAE Bangladesh

1Thailand Chinese Taipei

2Malaysia USA

3Chinese Taipei Bangladesh

4Japan CHAN-PON Malaysia

5Hungary Greece

6Kazakhstan UAE

7Saudi Arabia Spain

8Greece Romania

ROBO MISSION

FUTURE INNOVATORS

ROBO SPORTS (23) FUTURE ENGINEERS (21)

( ) 内は参加チーム数
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国際大会の様子
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国際大会の様子



開催日：2022年 12月 11 日（日）

会 場：オンライン開催

主 催：NPO法人WRO Japan

運営協力：神奈川工科大学

48

第15回
ロボットを活用したプログラミング教育シンポジウム

開催報告書



・開 催 日：2022年12月11日（日）

・会 場 :オンライン開催

・参 加 費：一般 3,000円
NPO法人WRO Japan正会員、大学生 1,000円
・参加者数：33 名

・基調講演：「多様な学びのかたちを考える」
～特別支援学級における自分研究やロボットプログラミングの実践より～

講 師：森村 美和子氏
東京都狛江市立狛江第三小学校 自閉症・情緒障害特別支援学級指導教諭
教育相談コーディネーター・学校心理士。
国立大学の教育学部を卒業後、公立小学校教諭として知的障害学級、
通級指導教室で実践を重ねる。現職教員の傍ら早稲田大学 教職大学院で
学びを深め、現在は特別支援学級担任を務めている。
平成30年度文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞。

・発表事例 ：１０件
次ページ参照

▲ 要旨集
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開催概要
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シンポジウム 当日プログラム
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アンケート結果(1/2)

発表者・聴講者記念撮影

基調講演「多様な学びのかたちを考える」

普段のレッスン中でも支援学級に通っている生徒と接することはありますが、今までは深く考える機会はありませんでし

た。今回の講演を聞いて他の教材との違いを知ることができたことと、そして特別支援学級はもちろんですが、より多く

の子どもたちに一般化できるものであるという期待が今まで以上にたかまりました。

ロボットのプログラミングとは自分にとって学びと課題解決に必要なツールと言う認識が強かったが、自己表現の場であ

るという側面もあるのだと再認識することができ、いい勉強になりました。

スクール運営をする中で、特別支援に通う子たちも受け入れることがあるので、事例として、非常に参考になりました。

話の内容はわかりやすく興味深かったですが、情報系の大学は、プログラミング教育をオンライン化することで、精神的

に弱くなってしまった学生が多く、我々（大学）とは逆の状況のお話だったので少し驚きました。

「プログラミングは裏切らない」という児童のセリフは非常に共感しました。うちの息子も同じ感覚だと思いました。

「自分研究」というワードが印象に残りました。子供たちに必要なものは子供たちが自分で考え、大人はそれを理解し見

守ることに徹するというのはロボット教育との共通項に思えました。

特別支援・発達障がいの問い合わせが増えているのでとても勉強になった

非常に興味深くきかせて頂きました。しかしながら、小学校の実践というよりも神奈川工科大学の実践と受けとめまし

た。実践者の方が発表する方がよりリアルな講演になったかと。

子どもたちの体験にとってプログラミングがどのような点で有効なのか参考になりました。

STEMの新たな可能性がよく分かりました。

特別支援の枠組みでも、プログラミングが有効に機能していることに感銘を受けた。もしかするとICT機器の活用という

面から主流となる方法の可能性もあると感じた。今後の展開に期待したい。
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アンケート結果(2/2)

事例発表

WRO国際大会に向けた強化合宿に対し、何を期待し何を成果として捉えるのかを自分の中でも改めて考え
るきっかけとなりました。

現在ロボット教育を継続することができるのかという課題を抱えているため、地域の特色を活かし、その教
育の効果が何になるのか考えるきっかけとなった。

オンラインだったため参加がしやすかったです。 ただ、参加が限定されていましたが、もっと広く知って
もらっていいのではと思う内容も多々あったため、今のお取り組みを広げていくためにもシンポジウムは
オープンな場であって欲しいと感じました。

ロボット教育に関わるいろいろな立場の方のお考えが聞けて、すべて面白かったです。

エレメンタリークラス同士、相対するチームスタイルでありつつ、同じくらいの実績を積んでいるという点で比較ができ
て面白かったのではないかと思います。

家庭学習と合宿の補完が興味深い。また教育効果をどのように定量評価するかの探索も面白そうだったので

WROに向けた様々な取り組みを知る機会になった

このような機会がもっとふえればと思っています。しかしながら、FLLやロボカップの大会とブッキングし
ていました。日程について調整頂ければ参加者もふえたのでは。また、視聴者については、お金を徴収しな
いことは無理でしょうか。

WROの活動の全体像が理解できていなかったため、わからない話も多かったが、広く取り組みをされている印象を
持つことができた。文科省をはじめ、後援団体からの参加やコメントがあるとよいと感じた。

教育現場でプログラムを教えることではなく、プログラミングを通して何の力を育てるのかという点はとて
も重要である。

非常に参考になる話ばかりで、オンラインだからこそ参加できた方もいらっしゃったと思うので、とても良いシンポジウ
ムだったと思います。その一方で、雑談の中から新しい出会い、発見もあると思いますので、対面のイベントの必要
性も再認識させられました。

コロナがおさまってもオンラインでの開催をお願いしたいです。（時間的にも金銭的にも）楽に参加できますので。

終了後にオープンディスカッションの時間があっても良かったのではないでしょうか。

（無記名によるアンケート結果）



東京都狛江市立狛江第三小学校
特別支援学級におけるプログラミング授業
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日 程：2022年５月26日(木)～2023年3月7日（火）
対 象：狛江市立狛江第三小学校あおば学級児童
指 導：NPO法人WRO Japan 理事長 金井 徳兼
協 力：中山 鴻志（神奈川工科大学4年）
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特別支援学級へのロボット・プログラム制御に関する学習協力

2022年度、WRO Japanの教育活動として、狛江市立第三小学校特別支援学級
および一般学級に対するロボット・プログラム制御に関する学習支援を行いました。

特別支援学級であるあおばクラスは6名の児童が在籍しています。事前に学校長、副校
長、特別支援学級の担当教員らと現状理解の打ち合わせを行い、月１回 ２コマ（45分
授業が２回）、計10回の学習を行うこととなりました。

各児童が レゴ マインドストーム EV3、ノートパソコン、EV3ソフトウェアを使用し、遠隔
授業で参加する児童に対しては小学校で使用するアバターロボットを活用しました。

はじめは、どのくらいまでロボットやプログラムに関する学習ができるか不安でしたが、一般
学級以上に取り組みに対する興味や関心が高く、各自でチャレンジしてステップアップする姿は
感動するほど素晴らしいものでした。今回の取り組みの経験を活かして、次のステップで学習を
展開してほしいと思います。

また、12月から5年生の３学級においてもロボット・プログラムミングの基礎を教える機会を
いただき、各学級の児童たちがモータのみを利用してロボットを指定された場所を経由して移動
するプログラミングを体験しました。プログラミングがはじめてであった児童ばかりでしたが、皆興味
を持って楽しそうに取り組んでいました。

先生方もプログラミングやロボット教材の実際を経験されたことが少ないようで、児童への
学習導入や指導者の育成につながるような取り組みを今後も継続できればと考えております。

指導：NPO法人WRO Japan
理事長 金井 徳兼
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授業の様子

5月26日 はじめての授業
ロボットやコンピュータ、プログラミングの仕組みについての話の後、基本ロボットを活用してモーターの

回転方向とその組み合わせによる動作づくりを行いました。 正方形を描いて動くロボットプログラムや
初期のWRO Japan ミドル競技コースを利用した動作づくりなどに取り組みました。子どもたちは内容を
理解したうえで各自で積極的に取り組み、ロボットやプログラミングに対する興味が高く、拒絶感がないこと
を確認することができました。

6月23日 センサーを活用しよう
タッチセンサーとカラーセンサーを活用し、ロボットの動きに活用することを目指し、壁や黒ラインを見つけ

てロボットが停止・方向変換できるような取り組みを行いました。 基本を理解した後、ミドル競技コースを
センサーを利用して移動できるようなプログラムを各自で作成しました。 何度となくトライし修正してコース
完走を目指す姿はWRO Japan大会へ参加する子どもたちと何も変わらない感じがし、楽しく取り組み
に入り込んでいました。

7月12日 第３のモータを動かしてみよう
Mモーターを接続し、動きながらモータを回すことを目的に授業を進めました。モータをロボットに追加す

る組み立てを各自で考え、Mロボットの動きに合わせてモータを回転する、さらにはロボット動きと平行して
モーターを回転することもできるようになり、子どもたち楽しそうでした。 ミドル競技コース内の台座を追加
して、台座上ピンポン玉を落として移動することを課題として各自で機構の調整やプログラムの調整を行
いました。
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（続き）

9月13日 ライントレースにチャレンジ
ミドル競技コース内の黒ラインに沿って移動できる仕組みとしてライントレースの基本を理解して、条件

分岐、繰り返しを活用してプログラミングしました。 より滑らかにロボットが移動できるようにモーターの回転
の速さを調整するなど、子どもたちもアイデアが湧いてきて、かなり理解が進んだと思いました。

10月5日 高さの異なる台座からボールを落とそう
台座の高さが異なる台座上のボールを落とせる仕組みを考えてみました。 大学生のサンプルアームを

もとに台座攻略用アームを作りロボットに装着しプログラムで動作をできるようにしました。長いアームを取り
付けるなどユニークなアイデアもあり、楽しい雰囲気での授業でした。 タッチセンサー動作後の動きの精度
を上げるためバンパーを取り付けることも取り組み、コンテストに参戦できるようなレベルのロボットが完成し
ました。

11月16日 展覧会に向けて
小学校で開催される展覧会に向けての動画作成や取り組み内容をまとめました。 各自でコースを

完走、台座からピンポン玉を落とせるような機能などの精度を高めることに各自で取り組みました。 11月
17日に開催された展覧会会場では、あおば学級のロボット学習の取り組みに他学年の子どもたちも興
味を引いたようでブースには多くの子どもたちが集まっていました。
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（続き）

12月6日から3月7日 オリジナル作品を完成しよう
基本ロボットを分解して、EV３システム内にある組み立てガイドを参考にしながらプログラムで動作

するロボットや機械を作りました。 歯車をより多く回す機構・ロボットペット・大きな風車のついた車・カラー
センサーを使った自動分別装置・ロボットアームなど、いろんなテーマに各自で取り組むことになりました。
はじめはうまくできるかと不安がありましたが、子どもたちの集中力と、自分で色々と興味を持って実験し、
プログラミングして取り組む積極さにより各自のテーマ製作を完成することができました。

2月17日
レゴブロックで未来の町を作ろう！も平行して実施し、未来の町をブロックで創作しました。

3月7日（最終回）
各自のオリジナルロボットと町を合体した作品をクラスで完成し授業を締めくくりました。

NHKの取材がはいりました
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1月15日（日）
WRO 2023 競技ルール 公開

4月 2日（日）
予選会主催者会議（全国連絡会議）（於：東京都内）

7月～8月
国内各地にて国内予選会開催

8月 26,27（土日）
WRO 2023 Japan決勝大会開催（於：都立産業貿易センター浜松町館）

9月21ー24日（木-日）

WRO Friendship Invitational （於：デンマーク・オーデンセ）

10月 7～9日（土～月）

国際大会参加チーム強化合宿（於：国立オリンピック記念青少年総合センター）

11月 7～９日（火～木）

WRO2023国際大会（於：パナマ・パナマシティ）

12月10日（日）
第16回 ロボットを活用したプログラミング教育シンポジウム（オンライン開催予定）

WRO 2023 テーマ
CONNECTING THE WORLD

WRO Japan 2023（2023.３.1.現在の予定）
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